
 
 
 

  「住民参加のまちづくり」のために必要なことはどんなことですか？ 

（次の中から２つまでお選びください。） 

① 行政の情報をわかりやすく住民に伝え、共有すること 

② 住民の声を行政へ反映できるしくみを充実すること 

③ 事業の企画段階から住民が参画できる体制を整備すること 

④ 町内会や住民組織などの地域コミュニティの活動を充実させ、町政に反映すること 

⑤ 職員の地域担当制を充実させ、住民と職員の対話の機会を増やすこと 

⑥ 審議会等各種委員の選定時に幅広く町民から公募すること 

⑦ 町が行う事業や制度の評価を住民が行える体制を整えること 

⑧ 重要な事項について直接住民が判断する「住民投票制度」を設けること 

⑨ その他（具体的に：                   ） 
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【住民参加のためには？】

 

 

 

 

 「住民の声を行政へ反映できるしくみを充実すること」が１１９人(39.9%)、次いで「行政

の情報をわかりやすく住民に伝え、共有すること」が１１７人(39.3%)と多く、今後も更なる

「情報の共有」と「住民の参加」を進めていかなければいけません。 


